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これまでにアジアやアフリカの多くの国を訪ね、子どもたちと出会ってきました。どこの国に
行っても、子どもたちは元気な笑顔を返してくれます。それに引き替え、大人たちは必ずしも
笑顔を見せてくれません。どうしてでしょうか？

子どもはどこの国でもハッピーなんだ、と言われればなんだか納得した気持ちになりますが、
本当にそうでしょうか。開発途上国に住む子どもたちは、富裕な国の子どもたちに比べて、物
理的にも精神的にも困難な状態の中で暮らしています。食べ物が不十分でいつもおなかをすか
せていたり、感染症などの病気にかかる機会も多いなど、健康に関わる困難が多いだけでな
く、学校に行きたくても行けなかったり、おもちゃや（絵）本などの文化的環境も貧弱です。
それでも、子どもたちには笑顔があふれています。

私は世界中どこへ行っても子どもたちが幸福な顔をしていることを、実感としてもっていまし
たが、どうしてそうなのか深く考えたことはありませんでした。

しかし、最近子どもの自尊感情について少し研究をしたことによって、その理由が少し分かり
かけてきました。大人より子どもに笑顔が多いのは、年少の子どもにとって幸福の源泉は、生
きているということそのものと、家族や友達などの身近にいる人の存在だからです。戦火を逃
れて難民になっても、乳児は母親に抱かれているだけで笑顔をみせます。自分が母親に愛され
ているだけで幸福なのです。しかし、その子どもも年齢を重ねるうちに、自分の存在を相対的
にみることができるようになってきます。また、未来を見通す力もついてきます。自分を相対
化したり、未来を見据える力がつくことは、子どもの成長発達の証であり喜ぶべきことです。
しかし、同時にこうした能力を獲得することによって、それまで心の支えであった本人の能力
によって左右されない「自己効力感」が、自分自身の相対的な能力によって左右される自尊感
情に置き換わってゆきます。保育園、幼稚園では、本人のさまざまな能力が他人によって評価
されることはほとんどありません。しかし小学校に入ると、成績やスポーツの能力などが、本
人の意思とは無関係に本人の相対的な評価につながります。そして自分の未来をより現実的に
見通せるようになることによって、その時その時の感情によって支えられていた幸福感も、本
人の生きている社会状況によっては、将来まで続くものではないことを知るようになるので
す。

元京都大学教授の松沢哲郎氏は、ヒトとチンパンジーの大きな違いの一つを、見事な実例で説
明されています。その実例とは、犬山の霊長類研究所の成人のチンパンジーが、脊髄に大きな
怪我をして歩けなくなったときのエピソードです。チンパンジーの高い能力と感受性を知って
いた松沢氏は、そのチンパンジーが落ち込んで活動性や食欲がなくなるだろう、と予想しまし
た。しかし、自分が歩けなくなったことに「気づいて」いながら、そのチンパンジーはまった
く気落ちすることなく、元気に生活を送り、食欲がなくなることも無かったのです。のちにこ
のチンパンジーは手術で回復しましたが、このエピソードから松沢氏は、「チンパンジーは絶
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望しない。絶望するのは⼈だけだ」と論じたのです。やや難しい⾔い⽅をすると、ヒトには
「時間的に延⻑された⾃⼰」を予⾒する能⼒があるが、チンパンジーにはそれがない、という
のです。⼈は下半⾝⿇痺になった⾃分の将来を予⾒することができ、それが困難なものである
ことが分かってしまうために、落ち込んだり、⾷欲がなくなってしまうのです。

⼦どもも⼤⼈に⽐べて、この「時間的に延⻑された⾃⼰」を⾒通す能⼒がまだ備わっていませ
ん。しかしこれは⽋点ではなく、⾃分の将来を憂うことなく、現在の幸福感を満喫できるとい
う特典があるということです。だからこそ、世界中の⼦どもたちは、今現在の幸福感があれ
ば、笑顔を⾒せることができるのではないでしょうか。

ＣＲＮの名誉所⻑の⼩林登先⽣は、未来の世界の中で⽣きてゆくのは、私たち⼤⼈ではなく⼦
どもたちであるという意味で「⼦どもは未来である」と主張されました。ただし⼦どもには未
来を予⾒できないのです。これらのことから導かれる結論は、⼦どもたちの代わりに未来をで
きるだけ予⾒し、未来の⼤⼈（現在の⼦ども）が⽣きやすい世界をつくり上げてゆくことの責
任は、⼦どもたちにではなく、私たち⼤⼈にあるということなのです。
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ご意見・ご質問

ＣＲＮへのご意見・ご質問はこちら
へお寄せください。

ご意見・ご質問はこちら

メルマガ登録

メールマガジン「CRN通信」を購
読しませんか？子どもにまつわる耳
よりな情報をお届けします。

登録・変更はこちら
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チャイルド・リサーチ・ネット（CRN）は、ベネッセ教育総合研究所の支援のもと運営されています。
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